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福
島
県
農
業
・
農
村
振
興
条
例

条
文
新
旧
対
照
表

新

旧

福
島
県
の
農
業
及
び
農
村
は
、
緑
豊
か
な
恵
ま
れ
た
自
然
と
広
大
な
県

福
島
県
の
農
業
及
び
農
村
は
、
緑
豊
か
な
恵
ま
れ
た
自
然
と
広
大
な
県

土
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
食
料
の
安
定
供
給
は
も
と
よ
り
地
域
社
会
の
形
成
と

土
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
食
料
の
安
定
供
給
は
も
と
よ
り
地
域
社
会
の
形
成
と

県
民
生
活
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
林
業
、
水
産
業
と

県
民
生
活
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
林
業
、
水
産
業
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
森
・
川
・
海
と
め
ぐ
る
循
環
の
理
念
の
下
、
県
土
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
森
・
川
・
海
と
め
ぐ
る
循
環
の
理
念
の
下
、
県
土
の

保
全
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

保
全
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

近
年
、
世
界
的
な
人
口
の
増
加
に
よ
る
食
料
の
不
足
、
農
産
物
の
輸
入

近
年
、
世
界
的
な
人
口
の
増
加
に
よ
る
食
料
の
不
足
、
農
産
物
の
輸
入

自
由
化
や
食
料
の
消
費
に
関
す
る
構
造
の
変
化
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少

自
由
化
や
食
料
の
消
費
に
関
す
る
構
造
の
変
化
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少

や
高
齢
化
及
び
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
さ
ら
に
は
新
た
な
環
境
問
題
の
発

や
高
齢
化
及
び
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
さ
ら
に
は
新
た
な
環
境
問
題
の
発

生
な
ど
、
農
業
及
び
農
村
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

生
な
ど
、
農
業
及
び
農
村
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
本
県
の
農
業
を
魅
力
あ
る
も
の
と
し
活
力
の

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
本
県
の
農
業
を
魅
力
あ
る
も
の
と
し
活
力
の

あ
る
農
村
を
築
き
上
げ
る
に
は
、
大
消
費
地
に
近
接
す
る
と
い
う
地
理
的

あ
る
農
村
を
築
き
上
げ
る
に
は
、
大
消
費
地
に
近
接
す
る
と
い
う
地
理
的

な
優
位
性
、
さ
ら
に
は
平
坦
な
地
域
、
中
山
間
地
域
と
多
様
な
地
域
特
性

な
優
位
性
、
さ
ら
に
は
平
坦
な
地
域
、
中
山
間
地
域
と
多
様
な
地
域
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
中
通
り
、
会
津
、
浜
通
り
と
地
域
ご
と
に
特
色
あ
る

を
生
か
し
な
が
ら
、
中
通
り
、
会
津
、
浜
通
り
と
地
域
ご
と
に
特
色
あ
る

農
業
の
展
開
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

農
業
の
展
開
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
試
験
研
究
及
び
普
及
の
充
実
を
図
り
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
意

ま
た
、
試
験
研
究
及
び
普
及
の
充
実
を
図
り
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
意

欲
あ
る
担
い
手
を
育
成
し
、
農
地
を
適
切
に
保
全
し
つ
つ
、
生
産
経
費
の

欲
あ
る
担
い
手
を
育
成
し
、
農
地
を
適
切
に
保
全
し
つ
つ
、
生
産
経
費
の

低
減
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
か
つ
良
質
な
食
料
の
供
給
に
努
め
る
こ
と
は

低
減
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
か
つ
良
質
な
食
料
の
供
給
に
努
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
県
土
の
保
全
や
環
境
と
調
和
し
た
農
業
を
推
進
す
る
と
と
も

も
ち
ろ
ん
、
県
土
の
保
全
や
環
境
と
調
和
し
た
農
業
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
良
好
な
景
観
の
形
成
と
い
っ
た
農
業
及
び
農
村
が
有
す
る
多
面
的
な

に
、
良
好
な
景
観
の
形
成
と
い
っ
た
農
業
及
び
農
村
が
有
す
る
多
面
的
な

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
農
業
及
び
農
村
の
振
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
農
業
者

加
え
て
、
農
業
及
び
農
村
の
振
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
農
業
者

自
ら
の
意
欲
は
も
と
よ
り
、
県
民
一
人
一
人
が
農
業
に
対
す
る
認
識
を
共

自
ら
の
意
欲
は
も
と
よ
り
、
県
民
一
人
一
人
が
農
業
に
対
す
る
認
識
を
共

有
し
な
が
ら
県
産
農
産
物
の
消
費
及
び
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
大
切

有
し
な
が
ら
県
産
農
産
物
の
消
費
及
び
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
大
切
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で
あ
る
。

で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
農
業
及
び
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
特
に
、
原
子
力
災
害
に
よ

る
放
射
性
物
質
の
影
響
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
災
害
か

ら
立
ち
上
が
り
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
、
本
県
の
農
業
及
び
農

村
の
復
興
再
生
に
向
け
た
重
点
的
な
施
策
を
迅
速
に
展
開
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
福
島
県
の
農
業
及
び
農
村
を
貴
重
な

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
福
島
県
の
農
業
及
び
農
村
を
貴
重
な

財
産
と
し
て
は
ぐ
く
み
、
将
来
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
広
く
そ
の
振
興

財
産
と
し
て
は
ぐ
く
み
、
将
来
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
広
く
そ
の
振
興

の
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

の
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

（
基
本
理
念
）

（
基
本
理
念
）

第
二
条

〔
略
〕

第
二
条

〔
略
〕

２
～
３

〔
略
〕

２
～
３

〔
略
〕

４

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
農
業
及
び
農
村
は
、

農
産
物
の
信
頼
回
復
及
び
活
力
あ
る
農
村
復
活
の
た
め
、
復
興
再
生
が

図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
農
業
の
担
い
手
の
確
保
等
）

（
農
業
の
担
い
手
の
確
保
等
）

第
八
条

県
は
、
意
欲
あ
る
農
業
の
担
い
手
の
確
保
及
び
効
率
的
か
つ
安

第
八
条

県
は
、
意
欲
あ
る
農
業
の
担
い
手
の
確
保
及
び
効
率
的
か
つ
安

定
的
な
農
業
経
営
体
の
育
成
を
図
る
た
め
、
放
射
線
へ
の
対
応
を
含
め

定
的
な
農
業
経
営
体
の
育
成
を
図
る
た
め
、

た
農
業
に
関
す
る
教
育
及
び
研
修
の
実
施
、
就
農
支
援
そ
の
他
必
要
な

農
業
に
関
す
る
教
育
及
び
研
修
の
実
施
、
就
農
支
援
そ
の
他
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
再
生
に
向
け
て
、
営
農
再
開
へ

の
支
援
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
農
業
技
術
の
向
上
等
）

（
農
業
技
術
の
向
上

）

第
十
一
条

県
は
、
放
射
線
へ
の
対
応
を
含
め
た
農
業
技
術
の
向
上
を
図

第
十
一
条

県
は
、

農
業
技
術
の
向
上
を
図
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る
た
め
、
試
験
研
究
体
制
を
整
備
し
、
独
自
品
種
の
研
究
開
発
、
環
境

る
た
め
、
試
験
研
究
体
制
を
整
備
し
、
独
自
品
種
の
研
究
開
発
、
環
境

の
保
全
に
対
応
し
た
農
業
技
術
の
開
発
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
保
全
に
対
応
し
た
農
業
技
術
の
開
発
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
の
普
及
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

の
成
果
の
普
及
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
再
生
に
向
け
て
、
農
業
及
び
農

村
振
興
の
た
め
、
農
地
の
除
染
の
着
実
な
推
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
農
産
物
の
販
路
の
拡
大
等
）

（
農
産
物
の
販
路
の
拡
大
等
）

第
十
三
条

県
は
、
農
産
物
の
付
加
価
値
の
向
上
、
広
域
的
集
荷
体
制
の

第
十
三
条

県
は
、
農
産
物
の
付
加
価
値
の
向
上
、
広
域
的
集
荷
体
制
の

強
化
及
び
販
路
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
県
産
農
産
物
の
安
全
性
の
確

強
化
及
び
販
路
の
拡
大
を
図
る
た
め

保
、
産
地
銘
柄
の
確
立
、
食
品
製
造
業
等
の
農
業
に
関
連
す
る
産
業
と

、
産
地
銘
柄
の
確
立
、
食
品
製
造
業
等
の
農
業
に
関
連
す
る
産
業
と

の
連
携
強
化
の
促
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

の
連
携
強
化
の
促
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
再
生
に
向
け
て
、
県
産
農
産
物

の
検
査
体
制
の
更
な
る
強
化
促
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


